
彰
考
館
文
庫
本

.後
拾
遺
和
歌
集
』
勘
物
校
註

②

山

之

内

恵

子

①後
拾
遺
和
謌
抄
第
二
巻

春
下
②

ω

①
花
山
院
寛
和
二
年
六
月
廿

二
日
夜
倫
出
宮
向
花
山
寺
出
家
。
僧
厳
久
。

蔵
人
前
弁
入
道
兼
両
人
。
自
禁
裏
指
従
也
。
令
左
近
少
将
道
綱
口
神
璽
寶

劔
奉
於
春
宮
、
仲
三
人
外
不
敢
知
之
。
③
哥
卅
七
首

〔
注
凵
①
の
花
山
院
出
家
の
事
件
に
つ
い
て
は
、

『
日
本
紀
略
』
寛
和
二
年

六
月
二
十
三
日
庚
申
の
条
に

「今
曉
丑
刻
許
。
天
皇
密
々
出
二禁
中
鴨
向
二

東
山
花
山
寺
哺落
飾
。
エ・
レ時
蔵
人
左
少
辨
藤
原
道
兼
奉
レ従
レ
之
。

先
一手

天
皇
鴨
密
奉
二剣
璽
於
東
宮
↓
出
二宮
内
一云
々
、
解
+
。

翌
日
招
二権
僧
正

尋
禅
↓
剃
二
御
髪
幻
御
僧
名
人
覚
。

外
勇
中
納
言
藤
原
義
懐
卿
、
蔵
人
権

在
中
辨
藤
原
惟
成
法
名
悟
抄
。
皇
太
子
嗣
レ
祚
。」
と
述

べ

ら
れ
、

ま
た

『
栄
花
物
語
』

「花
山
た
つ
ぬ
る
中
納
言
」
や

『
大
鏡
』
に
も
そ
の
事
件

の
経
過
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
百
錬
抄
』

「寛
和
二
年

六
条
」
に

『
僧
厳
久
、
蔵
人
左
少
弁
道
兼
扈
従
、
似
一一左
少
将
道
綱
一献
二

剣
璽
於
東
宮
↓
道
兼
之
媒
也
、
権
中
納
言
義
懐
、
左
中
弁
惟
成
、
近
参
二

華
山
寺
↓
同
以
出
家
L
と
あ

っ
て
、
明
ら
か
に
こ
の
事
件
が
道
兼
の
陰
媒

で
あ
る
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。

ま
た
、

『
大
鏡
』

「花
山
天
皇
条
」
や

「道
兼
伝
」
に
よ
れ
ば
、
東
宮

懐
仁
親
王
を
擁
立
す
る
右
大
臣
兼
家
の
指
令
に
よ
っ
て
道
兼
を

「す
か
し

お
ろ
し
奉
」

っ
た
記
事
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
兼
家
の
娘
詮
子
は
円
融
限

の
后
、
東
宮
懐
仁
親
王
の
母
で
、
こ
の
事
件
は
、
兼
家
が

一
日
も
早
い
時

の

期
に
東
宮
の
即
位
を
願

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
陰
謀
で
あ

っ
た
と
解
せ
る
の

狙

で
あ
る
。

な
お
、
注
記
中
の
僧
厳
久
と
い
う
人
物
は
、

『
僧
綱
補
任
』

「長
徳
元

年
十
月
廿
七
日
条
」

に

「厳
久
、
同
日
任
。
天
台
宗
。
延
暦
寺
,
喜
慶
僧

都
入
室
。
内
供
。
尾
張
守
藤
連
実
子
。
五
十
二
」
と
あ

っ
て
、

こ
の
花
山

院
出
家
事
件
当
時
、
年
令
は
四
十
三
才
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

長
保
元
年

航
九
八
月
に
は
慈
徳
寺

(花
山
院
)

へ
の
詮
子
の
行
啓
に
当
り

権
少
僧
都
と
な
り
、
同
四
年

研
の
七
月
廿
六
日
に
権
大
僧
都
に
任
ぜ
ら
れ

寛
弘
五
年

研
鳰
五
月
十
日
に
六
十
五
才
で
入
滅
し
て
い
る
崙
囎
欄
。
ま
た
、

『
小
右
記
』

『
権
記
』

『
本
朝
世
紀
』
に
、
厳
久
は
東
三
条
女
院
の
愛
顧

を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
兼
家
、
道
兼
、
詮
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子
と
い
う
線
を
考
え
る
と
、
厳
久
は
兼
家
の
指
令
に
よ

っ
て
花
山
院
を
そ

そ
の
か
し
た
と
い
う
事
実
も
浮
か
び
あ
が

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
松
村
博

司

・
山
中
裕
校
注

『
栄
花
物
語
』
上

(古
典
大
系
本
)
補
注
、
お
よ
び
今

井
源
衛
著

『
花
山
院
の
生
涯
』
等
参
照
。

②
第
二
巻

「春
下
』
は
、
国
歌
大
観
本
、
八
代
集
抄
本
と
も
に
三
十
七

首
で
あ
る
。

三
月
三
日
、
も
＼
の
花
を
御
ら
ん
し
て

花
山
院
御
製

郡
み
ち
世

へ
て
な
り
け
る
物
を
な
と
て
か
は
も
丶
と
し
も
は
た
な
つ
け
初
け
ん

②

①
王
母
桃
三
千
年
結
実
云
々

〔
注
〕

『
五
朝
小
説
魏
晋
』
三
巻

「武
帝
内
傳
」
に

「三
千
年
に

一
度
実

の

る
桃
」
と
あ
り
、
ま
た

『
列
仙
全
伝
』
に

「後
漢
元
封
元
年
、
降
武
帝
殿

母
進
二桃
七
枚
於
帝
↓
自
食
二其
二
↓
帝
欲
レ
留
レ核
、

母
日
、

此
桃
非
二
世

間
所
7
有
、
三
千
年

一
実
耳
、
偶
東
方
朔
於
=臑
間
一窺
レ之
、
母
指
日
、
此

児
己
三
愉
二吾
桃
一矣
」
と
あ

る
。

天
暦
御
時
の
御
屏
風
に
、
桃
花
あ
る
所
を
よ
め
る

清
原
元
輔

靭
あ
か
さ
ら
は
千
代
ま
て
か
さ
せ
桃
花
は
な
も
か
は
ら
し
春
も
絶
ね
は

①世
尊
寺
の
も

丶
の
花
を
よ
め
る

出
羽
弁

齣
古
郷
の
花
の
物

い
ふ
世
な
り
せ
は
い
か
に
む
か
し
の
こ
と
を
と
は
し
ま
し
L

三

十
丁
オ

マ
マ

㈹

①

一
条
摂
政
旧
宅
也
、

一
条
大
宮
朱
也

〔
注
〕
①
は
世
尊
寺
に
関
す
る
注
記
で
、

『
拾
介
抄
』
中
巻

「
諸
名
所
」
部

(
コ
レ

マ
サ
)

二
十
に

コ

條
北
、
大
宮
西
、
本
小
路
東
、
無
路
南
、
伊
尹
摂
政
家
、
本

主
貞
純
親
王
云
云
」
と
あ
る
。
世
尊
寺
は
も
と
は
清
和
天
皇
の
第
六
皇
子

で
あ

っ
た
桃
園
親
王
の
御
所
で
、

「桃
園
宮
」
と
称
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

桃
の
花
の
名
所
と
し
て
名
高
い
。
な
お
、
注
記
中
の
「
大
宮
朱
也
」
の
「
朱
」

と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
解
せ
ず
、
あ
る
い
は
そ
れ
は

「末
」
の
誤

写
か
も
し
れ
な
い
。

鯉
承
五
年
六
尺

祐
子
内
親
王
家
哥
合
し
侍
け
る
に
、
こ
の
中
の
た
い
を
人

読
る
(八
)

々
読
侍
け
る
に

堀
河
右
大
臣

②

.

隆
八
)

鋭
桜
花
あ
か
ぬ
余
に
思
ふ
哉
ち
ら
す
は
人
や
お
し
ま
さ
ら
ま
し

ω

①
後
冷
泉

②
堀
河
右
大
臣
判
哥
合
、
以
後
人
々
講
同
題
之
時
詠
之

〔
注
〕
後
冷
泉
天
皇
は
寛
徳
二
年

肝
釦

一
月
十
六
日
に
即
位
さ
れ
、
治
暦
四

年

た
葡
四
月
十
九
日
ま
で
の
二
十
四
年
間
存
位
さ
れ
た
。

②
本
歌
は
、
詞
書

に
あ
る
よ
う
に
永
承
五
年
六
月
五
日
、
関
白
左
大
臣
頼

通
の
賀
陽
院
第
に
お
い
て
、
後
朱
雀
天
皇
の
皇
女
高
倉

一
宮
祐
子
内
親
王

を
中
心
に
催
さ
れ
た

「永
承
五
年
六
月
五
日
庚
甲
祐
子
内
親
王
歌
合
」
で

(16)
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あ
る
。
判
者
は
注
記
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
堀
河
右
大
臣
頼
宗
が
当
た
り
、

「以
後
人
々
講
同
題
之
時
詠
之
」
の
注
記
の
よ
う
に
、
こ
の
歌
合
に
参
加

し
た
の
は
、
こ
の
歌
合
の
実
質
的
な
主
催
者
で
あ
る
頼
通
は
も
と
よ
り
、

中
宮
大
夫
長
家
、
権
大
納
言
師
房
、
左
衛
門
督
源
隆
国
、
右
大
弁
源
資
通

ら
の
上
卿
た
ち
で
あ
り
、
本
歌
は
そ
の
後
宴
に
同
題
を
詠
じ
た
中
の

一
首

で
あ
る
颱
碎
該
翻
極
糊
献
。

題
不
知

内
大
臣

疾
八
)

悦
お
し
め
と
も
ち
り
も
と
ま
ら
ぬ
花
ゆ

へ
に
春
は
山

へ
を
栖
に
そ
す
る

天
徳
四
年
哥
合
に

平
兼
盛

①
齠
よ
と
丶
も
に
ち
ら
す
も
あ
ら
な
む
桜
花
あ
か
ぬ
心
は
い
つ
か
た
ゆ

へ
き

㈲

④
合
小
野
好
右

負
左

〔
注
〕

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』

二
巻

「天
徳
四
年
三
月
三
十
日
内
裏
歌
合
」

五
番
、
歌
題
桜
、
左
方
に
本
歌
は
見
え
る
。
本
歌
の
作
者
に
つ
い
て
諸
本

間
に
異
同
が
見
ら
れ
、
廿
巻
本
に
は

「
元
輔
」
と
記
さ
れ
、
十
巻
本
で
は

「
元
真
(元
実
)」
と
表
記
し
て
い
る
。
萩
谷
氏
は
、
前
掲
書
の
中
で
、
本

歌
の
作
者
に
つ
い
て
考
証
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
作
者
は
十

巻
本
作
者
表
記
の

「
元
真
」
と
す
る
の
が
有
力
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
そ

の
理
由
と
し
て
、
本
歌
が
西
本
願
寺
本

『
元
真
集
』

『
兼
盛
集
』
に
み
え

る
こ
と
か
ら
、
成
立
に
問
題
が
あ
る

『
兼
盛
集
』
よ
り
は
、
個
人
家
集
と

し
て
の

『
元
真
集
』
に
そ
の
資
料
的
価
値
を
見
出
さ
れ
て
、

「
元
真
し
作

と
す
る
の
が
、
妥
当
で
あ
る
と
解
か
れ
て
い
る
。

な
お
、

『
後
拾
遺
集
』
が
、
本
歌
を

「兼
盛
」
作
と
す
る
の
は
、
西
本

願
寺
本

『
兼
盛
集
』
に
拠

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
注
記
中
の

「合
小
野
好
右
」
に
つ
い
て
、
十
巻
本
お
よ
び
、
略

本
文
前
田
家
本
に
て
、
左
方

「あ
だ
な
り
と
つ
ね
は
し
り
に
き
さ
く
ら
ば

な
を
し
む
ほ
ど
だ
に
の
ど
け
か
ら
な
む
」
の
作
者
に

「小
野
好
古
」
と
あ

り
、
本
注
記
は
こ
れ
に
拠
ろ
う
。
な
お
、
「好
右
」
と
注
記
に
あ
る
の
は
、

「好
古
」
の
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
。
合
せ
た
作
者
に
つ
い
て
も
、
諸
本
間
に

異
同
が
見
ら
れ
、
廿
巻
本
や

『
続
千
載
集
』

『
万
代
集
』
で
は

「朝
忠
」

と
し
て
い
る
。
勝
負
に
つ
い
て
も
注
記
に

「負
左
」
と
あ
る
の
は
不
審
で

あ
る
。

大

中

臣

能

宣

朝

臣

①

を
(八
)

と
か
し
る
(八
)

掛
桜

花

ま

た
き

な

散

そ

な

に

丶
よ

り

春

を

は

人

の
お

し

む

な

ら

ぬ

に
L

三
+
丁
ウ

⑥

①
此
哥
非
件
哥
合
哥
歟

〔
注
〕
本
歌
は
、
鵬
の
兼
盛
の
歌
の
詞
書
に
続
き

「
天
徳
四
年
内
裏
歌
合
」

に
詠
じ
た
歌
と
解
さ
れ
る
が
、
本
歌
合
に
は
見
あ
た
ら
ず
焔
鮃
咳
瑚
鞭
.、
①

の
注
記
の
よ
う
に
歌
合
歌
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
。

一
方
、
本

歌
は
国
歌
大
観
所
収
本
、
桂
宮
本

『
能
宣
集
』
に
見
ら
れ
る
が
、

「
同
じ

や
う
な
る
事
、
人
の
し
侍
る
に
」

(
つ
ま
り
前
の
歌
の
詞
書
か
ら
続

い
て

「人
の
歌
合
し
侍
る
に
」
の
こ
と
)
と
詞
書
し
て
、
十
三
題

(霞
、
鶯
、

梅
、
若
菜
、
桜
、
柳
、
子
日
松
、
蛙
、
敖
冬
、
帰
雁
、
春
夜
月
、
春
雨
各

(17
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一
首
、
恋
四
首
)
の
計
十
六
首
の
歌
が
見
え
る
。
本
歌
は
そ
の
中
の
守桜
」

を
詠
じ
た
歌
で
あ
る
。

屏
風
絵
に
、
桜
の
花
の
散
お
し
み
か
ほ
な
る
所
を
よ
み
侍
け
る

源
道
済

瓢
山
里
に
散
は
て
ぬ

へ
き
花
ゆ

へ
に
た
れ
と
は
な
く
て
人
そ
待
る
＼

、
旨騰
大
神
宮
の
や
け
て
侍
け
る
こ
と
し
る
し
、
伊
勢
国
に
下
て
侍
け
る
に
い
つ
き

の
ほ
り
侍
て
、
か
の
宮
人
も
な
く
て
、
桜

い
と
お
も
し
ろ
く
散
け
れ
は
立
と

て
(
八
)

ま
り
※
よ
み
侍
け
る

右
大
弁
通
俊

擦
八
)

鰯
し
め
ゆ
ひ
し
そ
の
神
な
ら
は
桜
花

お
し
ま
れ
つ
丶
や
け
ふ
は
ち
ら
ま
し

山
路
落
花
を
よ
め
る

橘
成
元

獄
桜
花
道
み
え
ぬ
ま
て
散
に
け
り
い
か
丶
は
す

へ
き
し
か
の
山
趣
凵
一一.+
丁

隣
花
を
讃
る

、

坂
上
定
成

爛
桜
ち
る
と
な
り
に
い
と
ふ
春
風
は
花
な
き
宿
そ
う
れ
し
か
り
け
る

懊

)

花
の
、
庭
に
散
て
侍
け
る
所
に
て
読
侍
け
る

清
原
元
輔

を
(
八
)

瀞
花
の
陰
た
丶
ま
く
祠
し
き
今
夜
哉
錦
を
さ
ら
す
庭
と
み
え
つ
丶

承
暦
二
年
、
内
裏
後
番
の
哥
合
に
桜
を
よ
み
侍
け
る
①

藤
原
通
宗
朝
臣
②

虞
八
)③

m
お
し
む
に
は
散
も
と
ま
ら
て
桜
花
あ
か
ぬ
心
そ
と
き
は
な
り
け
る

ω

①
通
宗
依
堪
能
、
此
哥
合
度
昇
殿
、
雖
然
哥
不
入
統
入
後
番

②
為
人
作

通
輔

③
合
公
実
卿
、
持
左

〔
注
〕
④
の
通
宗
の
昇
殿
に
つ
い
て
の
注
記
は
、

〔
袋
〕
上
巻

・
雑
談

「和

歌
人
心
々
也
」
に

「
承
暦
歌
合
時
、
俊
頼
、
殿
上
人
、
基
俊
、
国
基
、
輔

弘
、
周
防
内
侍
、
伯
母
等
歌
不
レ
入
レ之
。
又
通
宗
依
レ為
二歌
仙
一此
度
聴
二

昇
殿
一不
レ入
レ
之
。
後
番
纔

一
首
入
レ之
云
々
。」
と
あ
り
、

内
裏
歌
合
だ

け
あ

っ
て
作
品
の
撰
定
も
か
な
り
厳
し
か

っ
た
よ
う
で
、
通
宗
の
本
歌
も

後
番
に
こ
の

一
首
の
み
を
採
ら
れ
た
状
態
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
同
じ

〔
袋
〕
雑
談
に

「後
聞
、
中
院
右
府
入
道
云
、
依
二和
歌
↓

昇
殿
を
ゆ
る
さ
れ
、
翌
日
参
二御
會
一學
哉
、
深
感
歎
云
々
。
後
日
参
二
九

條
大
相
国
許
鴨
此
事
被
三
云
出
一云
、
以
二嗜
之
道
一昇
進
、
可
一一自
愛
一事
哉

と
深
く
有
レ感
。
予
云
、
承
暦
之
歌
合
之
時
、
通
宗
朝
臣
昇
殿
云
々
。

彼

申
云
、
未
レ承
二
及
先
蹤
幻
彌
目
出
事
也
云
々
。
両
丞
相
感
歎
、
彌
増
一一
面

目
一者
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
拠
ろ
う
。

②
の
注
記
に
つ
い
て
は
、

『
続
群
書
類
従
』
の
本
歌
合
の
歌
人
の
項
に

「
通
輔
通
家
作
」
と
あ
り

(お
そ
ら
く
、

こ
れ
は

「通
輔
通
宗
作
」
の
誤
ま

り
で
あ
ろ
う
)
、

こ
れ
に
拠

る

か
。

こ
の

「通
輔
」
は
、

左
京
大
夫
藤

Cls)
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原
公
房

一
男
、
母
登
任
女
、
正
五
下
、
木
工
頭
を
歴
任
し
、
通
宗
女
を
妻

と
七
、
嘉
保
二
年

ル
珊
四
月

二
十
四
日
、
三
十
六
才
で
没
し
て
い
る
餌
騰
暁

匹
嫉
瀬
。
と
す
る
と
、
本
歌
合
当
時
通
輔
は
十
八
才
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

若
年
の
た
め
に
歌
に
堪
能
な
通
宗
が
代
作
者
と
な

っ
た
の
か

も

知

れ

な

い
。ま

た
、
本
歌
は

「承
暦
二
年
四
月
三
十
日
内
裏
後
番
歌
合
」
四
番
、
桜

を
詠
じ
た
も
の
で
、
左
方
は
本
歌
、
右
方
は
、
匡
房
と
作
者
表
記
の
あ
る

「山
桜
惜
し
む
に
散
ら
ぬ
物
な
ら
は
花
は
春
と
も
か
ぎ
ら
ざ
ら
ま
し
」
で

あ
り
、
勝
負
は

「持
左
」
と
記
さ
れ
て
い
る
鸛
坪
按
欄
緲
齢
鰍
黻
枦
咽
。

こ
れ
に

　

　

従

え

ば

④

の
注

記

の

「
合

公

実

」

と
異

な

る
が

、

『
詞

花

集

』
謎
卜
払

『
後

葉

集

』

謄

一
「春

に

は
、

こ

の

「
山
桜

」

の
歌

(
「山
桜
惜
し
む
に
散
ら
ぬ
」を
「惜
し
む

に
と
ま
る
」
と
異
同
し
て
入
集
す
る

)

を

注

記

に
あ

る

よ
う

に
、

詠

作

者

を

「
公

実

」

と

記

し

て
お

り

、

注

記

者

は
、

こ

の

い
つ

れ

か
を

見

て

い

る
も

の

と
考

え

ら

れ

る
。

題

不

知

永

源

法

師

拑
心
か
ら
物
を
こ
そ
お
も

へ
山
さ
く
ら
尋
さ
り
せ
は
散
を
見
ま
し
や

三
月
は
か
り
に
、
花
の
ち
る
を
見
て
讃
侍
け
る
L
三
+
一
丁
ウ

土
御
門
御
厘
殿

の
こ
(
八
)

M
浦
山
し
い
か
な
る
花
か
ち
り
に
け
ん
物
思
ふ
身
し
も
世
に
は
と
ま
り
て

①

ナ
シ
(八
)

永
承
五
年
六
月
五
日
、
祐
子
内
親
王
の
家
に
哥
合
し
侍
け
る
に
よ
め
る

大
式
三
位

鏘
吹
風
そ
お
も

へ
は
つ
ら
き
桜
花
心
と
ち
れ
る
春
し
な
け
れ
は

⑧

①
後
冷

題
し
ら
す

中
納
言
定
頼

を

(
八
)

は
(
八
)

と

(
八
)

姻
年
を

へ
て
花
に
心
を
く
た
く
哉
お
し
む
に
と
ま
る
春
し
な
け
れ
は

家
の
桜
の
ち
り
て
、
水
に
な
が
る
丶
を
よ
め
る

大
江
嘉
言

て
(
八
)

螂
こ
ご
に
来
ぬ
人
も
見
よ
と
や
桜
花
水
の
心
に
ま
か
せ
て
そ
や
る
L
三
±
〒
オ

良
八
)

白
河
に
て
、
花
の
散
て
流
け
る
を
よ
み
侍
け
る

土
御
門
右
大
臣

獅
行
す
ゑ
も
せ
き
と
丶
め
は
や
白
河
の
水
と
と
も
に
そ
春
も
行
け
る

栗
田
右
大
臣
の
家
に
、
人
々
の
こ
り
の
花
を
、
お
し
み
侍
け
る
に
よ
め
る

藤
原
爲
時

陵
八
)

瑠
を
く
れ
て
も
咲

へ
き
花
は
開
に
け
り
身
を
か
き
り
と
も
思
ひ
け
る
哉

庭
に
桜
の
お
ほ
く
散
て
侍
け
れ
は
、
よ
め
る

和
泉
式
部

尾

(八
)

駕
風
た
に
も
吹
は
ら
は
す
は
庭
桜
散
と
も
春
の
程
は
見
て
ま
し

(19)
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三

月

は

か

り

に
、

野

草

を
讀

侍

け

る
し

三
+
二
丁
ウ

①

藤

原

義

孝

②
姻
野
邊
み
れ
は
弥
生
の
月
の
は
つ
る
ま
て
ま
た
う
ら
わ
か
き
さ
い
た
つ
ま
哉

⑧

①
康
平
三
年
八
月
二
日
流
土
左

②
サ
イ
タ
ツ
マ
草
名
也

〔
注
〕
①
に
つ
い
て
は
、

『扶
桑
略
記
』

『
百
錬
抄
』
に
義
孝
は

「大
神
宮

御
厨
を
焼
亡
し
、
祭
主
永
輔

且
代
大
中
臣
頼
経
を
殺
害
し
た
罪
で
、
康
平

三
年

た
oO
八
月
二
日
官
爵
を
除
せ
ら
れ
、
土
佐
に
配
流
さ
れ
た
」
由
が
記

さ
れ
て
い
る
。
②
は

『
和
歌
童
蒙
抄
』
第
二
雑
春
に
、

「
さ
い
た
づ
ま
と

は
、
草
の
名
に
は
あ
ら
で
、
春
の
若
草
を
い
ふ
也
」
と
あ
り
、
ま
た

〔
抄

注
〕
に
も

「
ヤ
ヨ
ヒ
ノ
ツ
キ

ハ
三
月
也
。
草
木
ノ
彌
生
ト
云
也
。
サ
ヰ
タ

ツ
マ
ト
ハ
喜
撰
式
云
草
ヲ
云
也
。
但
故
堀
川
源
左
府
以
浅
青
朽
葉
色
、
称

左
伊
多
津
萬
以
之
案
之
若
草
名
歟
」
と
あ
る
。

①

つ
、
じ
を
よ
め
る

和
泉
式
部

蜘
岩
つ
丶
じ
折
も
て
そ
見
る
せ
し
か
き
し
紅
そ
め
の
色
に
丶
た
れ
は

⑩

①
百
首
哥

〔
注
〕
①
和
泉
式
部
正
集

「春
」

に
入
集
す
る
。

藤
原
義
孝

鋭
わ
き
も
こ
か
紅
染
の
色
と
み
て
な

つ
さ
は
れ
ぬ
る
岩
つ
丶
し
哉

月
の
輪
と
云
所
に
ま
か
り
て
、
元
輔
、
恵
慶
な
と
と
も
に
、
庭

の
藤

の

花

ナ
シ
(
八
)

を
り
て
あ
そ
ひ
て
よ
み
侍
け
る

大
中
臣
能
宣
朝
臣

な

れ
(
八
)

魏
藤
の
花
さ
か
り
と
お
も

へ
は
庭
の
面
に
思
も
か
け
ぬ
浪
そ
立
け
る

題

不

知

斎

宮

女

御

L

三
±
一〒

オ

①

ひ
(八
)

拐
紫
に
や
し
ほ
染
た
る
藤
の
花
池
に
刎
さ
す
物
に
そ
有
け
る

ω

①
難
云
池

ニ
サ
キ
カ

丶
ル
ト
モ
ナ
ク
テ

ハ
ピ
サ
ス
ト
ア
ル
イ
ヵ
丶

〔
注
〕
①
経
信
は
、
本
歌
に
お
け
る

「
ひ
さ
す
」
と
い
う
事
実
に
背
く
新
奇

な
表
現
を
批
難
し
て
い
る
。

源
爲
善
朝
臣

餅
難
の
花
折
て
か
さ
せ
は
こ
む
ら
さ
き
我
も
と
ゆ
ひ
の
色
や
そ
ふ
ら
ん

承
暦
二
年
内
裏
哥
合
に
藤
花
を
よ
め
る

大
納
言
実
季

①
惱
水
底
も
紫
ふ
か
く
見
ゆ
る
哉
岸
の
岩
ね
に
か
丶
る
藤
波

⑫

①
合
左
近
中
将
家
忠

持
右

〔
注
〕
本
歌
は

「
承
暦

二
年
四
月
廿
八
日
内
裏
歌
合
」
五
番
、
歌
題
藤
で
、

左
方
は
中
将
家
忠
の

「藤
波
は
汀
の
松
に
か
か
れ
ど
も
風
の
け
し
き
は
の

ど
け
か
り
け
り
」、
右
方
は
本
歌
で
あ
る
が
、

詠
作
者
を
丹
後
守
仲
実
と

記
し
騒
群
湲
棚
緻
給
鍬
越

、
本
集
の
作
者
表
記
と
異
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

な
作
者
表
記
の
相
違
は
、
勅
撰
集
や
私
家
集
の
副
文
献
資
料
を
参
酌
し
、

(ZO)
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代
詠
者
を
表
面
に
出
し
た
結
果
か
ら
生
じ
た
相
違
と
い
え
よ
う
。

民
部
卿
泰
憲
、
近
江
守
に
侍
け
る
時
、
三
井
寺
に
て
哥
合
し
侍
け
る
に
、
藤

の
花
を
よ
み
侍
け
る

讀
人
不
知

痂
住
の
江
の
松
の
み
と
り
も
紫
の
色

に
て
か
く
る
岸
の
藤
な
み

題
不
知

藤
原
伊
家
」
三
+
三
丁
ウ

齪
道
遠
み
ゐ
て

へ
も
ゆ
か
し
此
里
も
や

へ
や
は
さ
か
ぬ
款
冬
の
花

大
式
高
遠

螂
沼
水
に
蛙
鳴
な
り
む

へ
し
こ
そ
岸
の
山
ふ
き
盛
な
り
け
れ

長
久
ご
年
、
弘
徽
殿
女
御
哥
合

に
、
蛙
を
よ
め
る

良
暹
法
師

　
衂
み
か
く
れ
て
す
た
く
蛙
の
も
ろ
こ
ゑ
に
さ
は
き
そ
わ
た
る
ゐ
て
の
萍

⑬

①
合
赤
染
衛
門

勝
左

〔
注
〕

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』

三
巻
、
彰
考
館
本

「長
久
二
年
弘
黴
殿
女
御

家
歌
合
」
に
よ
れ
ば
、
七
番
、
歌
題
蛙
で
左
方
、
良
暹
の
本
歌
が
勝
と
な

っ

て
お
り
、
右
方
は
赤
染
衛
門
の

「帰
る
べ
き
道
も
遠
き
に
蛙
な
く
川
辺
に
日

を
も
暮
ら
し
つ
る
か
な
」
で
あ
る
。

題
不
知

藤
原
長
能

ト
ハ八
)

蜘
こ
ゑ
絶
す
さ
え
つ
れ
野

へ
の
も
丶
ち
鳥
残
す
く
な
き
春
に
や
ば
あ
ら
ぬ

匕

(八
)

わ
(八
)

法
輪
寺
に
道
命
法
師
の
侍
け
る
と
ふ
ら
ひ
に
ま
か
り
※
た
る
夜
、
よ
ふ
ご
鳥

の
鳴
侍
け
れ
は
よ
め
る

法
圓
法
師
」
三
+
四
丁
オ

鯢
我
ひ
と
り
聞
物
な
ら
は
よ
ふ
ご
鳥
二
こ
ゑ
ま
て
は
な
か
せ
さ
ら
ま
し

三
月
つ
ご
も
り
に
郭
公
の
鳴
を
聞
て
讀
侍
け
る

中
納
言
定
頼

①

ぬ
(八
)

醜
郭
公
思
ひ
も
か
け
す
春
な
け
は
こ
と
し
そ
ま
た
て
初
音
聞

つ
る

⑭

④
良
暹
大
原
房
障
耋

日付
哥

山
里
ノ
カ
ヒ
モ
有
哉
郭
公

・
ト
シ
ソ
マ
タ

D

テ
初
音
聞
ツ
ル

ω

〔
注
〕
①
の
注
記
に
関
し
て

〔
袋
〕
上
巻
、
「和
歌
人
心
々
也
」
に

「件
良
暹

が
房
干
レ
今
存
と
云
、或
僧
語
て
云
、障
子
良
暹
所
ご書
付
一之
歌
未
レ消
。
此

歌
在
二後
拾
遺
叩
定
頼
卿
の
歌
末
同
じ
。
何
か
先
に
詠
ず
る
か
。」
と
あ
る
。

じ

(八
)

三
月
晦
日
、
春
を
丶
し
む
と
云
心
を
、
人
々
よ
み
侍
け
る
に
よ
め
る

大
中
臣
能
宣
朝
臣

魏
時
鳥
な
か
す
は
な
か
す
い
か
に
し
て
く
れ
行
春
を
又
も
く
は

へ
ん

陵
八
)
の
日
(八
)

三
月
尽
日
※
、
を
や
の
は
か
に
ま
い
り
て
よ
め
る

永
胤
法
師
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弼
思
ひ
出
る
事
の
み
茂
き
野

へ
に
き
て
又
春
に
さ

へ
別
ぬ
る
哉
L
三
+
四
丁
ウ

後
拾
遺
和
謌
哉
第
二
巻

夏
①

ω

①
哥
数
七
十
首

〔
注
〕
国
歌
大
観
本
、
八
代
集
抄
本
と
も
に
七
十
首
。

匕

(八
)

四
月
の
つ
ゐ
た
ち
の
日
よ
め
る

和
泉
式
部

①
鯔
桜
色
に
染
し
衣
を
ぬ
き
か

へ
て
山
郭
公
け
ふ
よ
り
そ
ま
つ

②

④
百
首
夏
初
哥

〔
注
〕
本
歌
は
和
泉
式
部
正
集
、

「
夏
」
の
巻
頭
歌
。

四
月

一
日
、
郭
公
ま

つ
心
を
よ
め
る

藤
原
明
衛
朝
臣

を

(八
)

鯔
き
の
ふ
ま
て
剥
し
み
し
花
も
忘
ら
れ
て
け
ふ
は
ま
た
る
丶
郭
公
哉

へ
(八
)

津
の
く
に
の
、

こ
そ
※
と
云
所

に
て
よ
め
る

能
因
法
師

魏
我
宿
の
梢
の
夏
に
な
る
時
は
い
こ
ま
の
山
そ
み
え
す
な
り
け
る
」
三
+
五
丁
ナ

レ
レ
(八
)

冷

泉

院

、

春

宮

と
申

け

る
時

、

百

首

の
歌

な

り

け

る

中

に

源
重
之

　
螂
夏
草
は
結
ふ
計
に
成
に
け
り
野
か
ひ
し
駒
や
あ
く
か
れ
ぬ
ら
ん

㈹

①
給
卅
日
仮
詠
百
首
哥
干
時
帯
刀
長
也

〔
注
〕

『
和
歌
現
在
書
目
録
両
序
』
…
百
首
和
歌
の
祖
と
い
わ
れ
る

『
重
之

百
首
』
は
、
重
之
が
帯
刀
先
生
の
と
き
に
春
宮
に
奉

っ
た
百
首
で
あ
り
、

群
書
類
従
本

『
源
重
之
集
』
序
に
、

「
た
ち
は
き
の
お
さ
み
な
も
と
の
し

げ
ゆ
き
つ
ご
も
り
の
日
を
給
て
哥
よ
み
た
て
ま
つ
ら
ん
と
き
は
た
丶
ん
と

迎
ら
れ
け
れ
は
春
廿
夏
廿
秋
廿
冬
廿
恋
十
雑
十
」
と
あ
り
、
①
の
注
記
は

こ
れ
に
拠
ろ
う
。

本
歌
は
そ
の
百
首
の

「夏
」
に
入
集
す
る
。

題
し
ら
ず

曽
禰
好
忠

　
衂
榊
と
る
卯
月
に
な
れ
は
神
山
の
な
ら
の
葉
か
し
は
も
と
つ
葉
も
な
し

ω

①
三
百
六
十
首

〔
注
〕

『
曽
丹
集
』
「夏
」、

「四
月
は
じ
め
」
に
入
集
す
る
騙
姻
轍
獣
艪
鮎
噺
。

山
里
の
水
鶏
を
よ
め
る

大
中
臣
輔
弘

恥
八
重
茂
る
葎
の
門
の
い
ふ
せ
さ
に
さ
丶
す
や
何
を
た
丶
く
水
鶏
そ

山
家
の
卯
花
を
よ
み
侍
け
る

藤
原
通
宗

皿
あ
と
絶
て
く
る
人
も
な
き
山
里
に
我
の
み
見
よ
と
さ
け
る
卯
花

(22)
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民
部
卿
泰
憲
近
江
守
に
侍
け
る
時
、
三
井
寺
に
て
歌
合
し
侍
け
る
に
、
卯
花

」
三
十
五
丁
ウ

を
よ
め
る

読
人
不
知

翅
白
浪
の
音
せ
て
立
と
み
え
つ
る
は
う
の
花
さ
け
る
垣
根
也
け
り

題
し
ら
す

備
月
影
を
色
に
て
さ
け
る
卯
花
は
あ
け
は
有
明
の
心
地
こ
そ
せ
め

あ
る
所
の
歌
合
に
卯
花
を
よ
み
侍
け
る

大
中
臣
能
宣
朝
臣

掘
卯
花
の
さ
け
る
あ
た
り
は
時
な
ら

ぬ
雪
ふ
る
郷
の
垣
ね
と
そ
み
る

①正
子
内
親
王
の
絵
あ
は
せ
し
侍
け
る
か
ね
の
障
子
に
出
侍
け
る

相
模

拓
見
わ
た
せ
は
波
の
し
か
ら
み
か
け

て
け
り
卯
花
さ
け
る
玉
河
の
里
」
三
+
六
丁
オ

㈲

①
後
朱
雀
院
女
王
、
母
堀
河
右
大
臣
女

〔
注
〕
本
歌
は

「永
承
五
年
四
月
二
十
五
日
麗
景
殿
女
御
延
歌
絵
合
し
で
詠

じ
た
歌
で
、
次
の
伊
勢
大
輔

の
歌
は
右
方
に
見
え
る
脳
坪
蘓

嫐
齢
款
。

①
は
正
子
内
親
王
に
つ
い
て
の
注
記
で
、
正
子
内
親
王
は
後
朱
雀
天
皇
と

堀
河
右
大
臣
女
延
子
の
子
で
、
こ
の
絵
合
当
時
六
才
。

伊
勢
大
輔

価
う
の
花
の
さ
け
る
盛
は
し
ら
波
の
立
田
の
川
の
ゐ
せ
き
と
そ
見
る

卯
花
を
読
侍
け
る

源
道
済

卿
雪
と
の
み
あ
や
ま
た
れ
つ
丶
う
の
花
に
冬
こ
も
れ
り
と
見
ゆ
る
山
里

つ
く
し
の
大
山
寺
と
云
所
に
て
、
歌
合
し
侍
け
る
に
よ
め
る

元
慶
法
師

①
遡
我
や
と
の
担
根
な
過
そ
郭
公
い
つ
れ
の
里
も
お
な
し
う
の
花

⑥

①
此
哥
爲
大
山
寺
別
当
於
鎮
西
詠
之
上
時
於
山
崎
辺
小
屋
下
女
臼
哥
二
唱

之
、
元
慶
聞
之
拭
涙
云
々

・
②
難
云
良
暹
哥
也

〔
注
〕
①
は

〔
袋
〕
上
巻

「和
歌
人
心
々
也
」
に

「天
慶
大
山
寺
別
當
也
。

築
紫
に
て
詠
二
郭
公
↓
而
上
落
之
時
、

山
邊
に
お
い
て
、

下
女
の
臼
歌
に

唱
レ
之
。
元
慶
聞
レ之
拭
涙
云
々
」
と
あ
り
、
続
い
て
②
の
注
記
に
も
触
れ

て

「而
難
後
拾
遺
云
、
此
歌
筑
紫
に
侍
る
時
、
良
邊
我
歌
と
な
む
い
ふ
と

き

＼
て
是
は
古
歌
と
こ
そ
聞
し
か
と
云
侍
し
か
ば
、
七
十
法
師
の
若
き
上

に
よ
み
た
り
し
か
ば
、
古
歌
と
申
、
虚
言
な
ら
ず
や
と
申
を
、
元
慶
が
歌

と
あ
れ
ば
撰
者
に
聞
侍
し
か
ば
、
実
源
律
師
、
筑
紫
に
有
し
時
、
元
慶
正

し
く
讀
た
る
也
と
申
せ
ば
、
其
由
を
存
ず
る
也
と
云
々
。
実
源
、
資
通
大

貳
任
二
下
向
、
良
暹
が
日
二吾
歌
一之
事
其
前
也
。
良
暹
が
歌
を
書
て
出
せ

り
け
る
に
や
。
元
慶
僻
事
也
、
云
々
。
」
と
あ
る
。

題
し
ら
す

慶
範
法
師

①
獺
郭
公
我
は
ま
た
て
そ
心
み
る
思
ふ
事

の
み
た
か
ふ
身
な
れ
は

ω

①
三
巻
撰

ニ
ハ
我

ハ
マ
タ
テ
ソ
心
ミ
ン
ト
ア
リ

〔
注
〕
①

『
三
巻
撰
』
と
は
、
中
古
散
佚
撰
集
の

一
本
で

『
和
歌
現
在
書
目

(23)



研究紀要 第16集

録
』
に
そ
の
名
が
見
え
、
「中

下
、
隆
経
朝
臣
撰
レ之
」
と
あ

っ
て
、
上
巻

は
撰
者
不
明
、
中
下
巻
が
隆
経
の
撰
で
あ
る
こ
と
が
解
か
る
。
ま
た

『
八

雲
御
抄
』
に
も

「隆
経
三
巻
撰
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
由
が
知
ら
れ
る
。
隆

経
は

『
後
拾
遺
集
』
に
三
首

(12
78
懈
)
入
集
の
歌
人
で
、
六
条
家
の
祖
、

藤
原
顕
季
の
父
で
も
あ
る
。
な
お
、
本
注
記
は
陽
明
文
庫
本
お
よ
び
太
山

寺
本

『
後
拾
遺
集
』
注
記
に
は
見
ら
れ
ず
、
興
味
深
い
。

・

の
旧
r(八
)庚
八
)

て
ハ八
)

ピ

(八
)

四
月
晦
日
に
、
左
近
の
馬
場
に
郭
公
き
か
ん
と
※
ま
か
り
て
侍
け
る
に
、
夜

更
ま
て
鳴
侍
ら
さ
り
け
れ
は
L
三
+
六
丁
ウ

堀
河
右
大
臣

拗
郭
公
尋
ぬ
は
か
り
の
名
の
み
し
て
き
か
す
は
さ
て
や
宿
に
か

へ
ら
ん

藤
原
尚
忠

①
捌
こ
丶
に
わ
か
き
か
ま
ほ
し
き
を
あ

し
引
の
山
郭
公
い
か
に
な
く
ら
ん

⑧

①
道
命
法
師
山
寺

二
侍
ケ
ル

ニ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル

〔
注
〕
①
は
詞
書
で
、
国
歌
大
観
本
、
八
代
集
抄
本
に
は
付
さ
れ
て
い
る
。

返
し

道
命
法
師

魏
あ
し
引
の
山
時
鳥
の
み
な
ら
す
大

か
た
鳥
の
こ
ゑ
も
聞
え
す

①楳
子
内
親
王
、
賀
茂
の
い
つ
き
と
聞
え
け
る
時
、
女
房
に
て
侍
け
る
を
、
と

し

へ
て
後
三
条
院

の
御
時
、
斎
院
に
侍
け
る
人
の
許
に
、
昔
を
思
ひ
出
て
神

立
に
つ
か
は
し
け
る

皇
后
宮
美
作

螂
き
か
は
や
な
そ
の
神
山
の
郭
公
あ
り
し
昔
の
お
な
し
こ
ゑ
か
と
」
三
+
七
丁
オ

㈲

①
後
朱
雀
院
第
二
女
、
母
中
宮

〔
注
〕
①
は
楳
子
内
親
王
に
つ
い
て
の
注
記
で
、
後
朱
雀
天
皇
の
皇
女
、
母

は
中
宮
娠
子
。
詞
書
に
あ
る
よ
う
に
賀
茂
斎
院
と
な

っ
た
の
は
寛
徳
三
年

阡
鴪
、
八
才
の
時
で
あ
り
、
六
条
斎
院
と
称
せ
ら
れ
た
。

「楳
子
内
親
王

家
歌
合
」

「庚
申
夜
歌
合
」

「桜
柳
歌
合
」

「物
語
合
」
等
の
歌
会
を
催

し
て
和
歌
に
貢
献
さ
れ
た
。

ま
つ
り
の
使
し
て
、
か
ん
た
ち
に
侍
け
る
に
、
人
々
お
ほ
く
と
ふ
ら
ひ
に
お

と
な
ひ
侍
け
る
を
、
大
蔵
卿
長
房
見
え
侍
ら
さ
り
け
れ
は
、

つ
か
は
し
け
る

備
前
典
侍

餅
郭
公
な
の
り
し
て
こ
そ
し
ら
る
な
れ
尋
ぬ
人
に
に
告
や
丶
ら
ま
し

匕

(八
)

四
月
は
か
り
に
、
あ
り
ま
の
湯
よ
り
帰
侍
り
て
時
鳥
を
な
ん
聞

つ
る
と
、
人

の
い
ひ
に
を
こ
せ
て
侍
け
れ
は

大
中
臣
能
宣

鰯
聞
す
て
丶
君
か
き
に
け
ん
郭
公
尋
に
わ
れ
は
山
路
越
見
ん

①

い
に
し

へ
を
こ
ふ
る
事
侍
け
る
此
、
田
舎
に
て
郭
公
を
聞
て
よ
め
る

増
基
法
師
L
三
十
七
丁
ウ

(24)
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②
鰯
こ
の
比
は
ね
て
の
み
そ
待
郭
公
し
は
し
都
の
物
か
た
り
せ
よ

⑩

①
於
遠
江
国
詠
云

②
難
云
子
テ
ノ
ミ
ソ
待
ト
ア
ル
マ
タ
キ
カ
ス
コ
ト
無

ケ
レ
、
都
三

ハ
何
事
ト
モ
ナ

ク
テ

ハ
イ
カ
丶
カ
タ
ル
ヘ
キ

〔
注
〕
①
の
注
記
は
増
基
法
師

の
家
集
で
あ
る

『
い
ほ
ぬ
し
』

の

「遠
江
日

記
」
に
、

「ほ
と
と
ぎ
す
の
こ
ゑ
を
き

丶
て
」
と
詞
書
し
て
本
歌
が
あ
る

の
に
拠
る
か
。
ま
た
、
②
注
記
に
あ
る
よ
う
に
経
信
は

「ね
で
の
み
ぞ
ま

つ
」
と
い
う
語
句
に
対
し
て
難
じ
、

「ま
ち
つ
る
に
き
こ
ゆ
る
と
あ
ら
ば

こ
そ
さ
も
見
え
め
」
と
述
べ
て
い
る
。

題
不
知

橘
資
成

蠍
宵
の
ま
は
ま
と
ろ
み
な
ま
し
郭
公
明
て
き
な
く
と
兼
て
し
り
せ
は

①

永
承
五
年
六
月
五
日
、
祐
子
内
親
王
家
の
歌
合
に
よ
め
る

伊
勢
大
輔

②

匱
八
)

憫
聞
つ
と
も
き
か
す
と
も
な
く
時
鳥

心
ま
と
は
す
さ
夜
の

一
こ
ゑ

⑪

①
難
云
嘉
言
哥
ヲ
マ
ネ
ヒ
タ

ル
タ

・
同
事
ノ
劣
タ
レ

ハ
イ
カ
丶

②
合
家

経
朝
臣

持
左

〔
注
〕
①
は

〔
難
〕
に

「
よ
し
と
き
が
歌
に
、
た
ぼ
ひ
と
こ
ゑ
の
心
ま
と
ひ

に
と
よ
め
る
を
ま
ね
び
た
れ
ど
も
、
た
§
お
な
じ
こ
と
の
お
と
り
た
れ
ば

い
か
ゴ
あ
る
べ
か
ら
ん
」
と
あ
り
、
本
集

「
夏
」
柳
の
嘉
言
の

「
い
つ
か

た
と
き

丶
だ
に
わ
か
ず
ほ
と

丶
ぎ
す
た
ゴ
ひ
と
こ
ゑ
の
こ
丶
う

ま

ど

ひ

に
」
を
本
歌
は
ま
ね
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。
ま
た
、
②
は

「
永
承
五

年
六
月
五
日
庚
申
祐
子
内
親
王
歌
合
」
九
番
、
郭
公
、
左
方
は
本
歌
、
右

方
は
注
記
に
み
ら
れ
る
通
り
讃
岐
守
家
経
朝
臣
の

「
郭
公
語
ら
ふ
声
を
聞

く
を
り
ぞ
ま
た
ご
と
ご
と
は
覚
え
ざ
り
け
る
」
で
、
持
左
と
な

っ
て
い
る

『平
安
朝
歌
合
大
成
』
〇

三
巻
・十
巻
本

能
因
法
師

陵
八
)

娚
夜
だ
に
あ
け
は
尋
て
ゆ
か
ん
時
鳥
し
の
だ
の
森
の
か
た
に
鳴
也

藤
原
兼
房
朝
臣

①
椥
夏
の
夜
は
さ
て
も
や
ね
ぬ
と
時
鳥
二
こ
ゑ
き
け
る
人
に
と
は
丶
や

⑫

①
難
云
二
聲
キ
カ

バ
飽

ヘ
キ
歟
、
唯
多
聞
人
ニ
ト
ハ
＼
ヤ

〔
注
〕

〔
難
〕
に

「
一
こ
ゑ
と
い
ふ
こ
と
は
、
よ
る
ほ
の
か
に
な
き
わ
た
る

も
の
な
れ
ば
、
む
か
し
人
の
よ
み
つ
た
へ
た
る
な
り
。
ふ
た
こ
ゑ
き
か
ば

(く
)

あ
か
れ
ぬ
べ
け
れ
ば
や
、
二
こ
ゑ
を
き
丶
て
ひ
と
に
と
は
ゴ
や
な
ど
は
あ

り
も
や
せ
ん
。

こ
れ
は
い
と
い
は
れ
も
な
き
歌
か
な
」
と
あ
る
。

小

弁

L

三
+
八
丁
オ

①
現
ね
ぬ
夜
こ
そ
数
つ
も
り
ぬ
れ
時
鳥
聞
ほ
と
も
な
き

一
こ
ゑ
に
よ
り

03

①
同
度
合
経
衡

勝
左

〔
注
〕
本
歌
は
齠
靭
踟
と
同
じ

「永
承
五
年
六
月
五
日
庚
申
祐
子
内
親
申
歌

合
」
で
十

一
番
、
歌
題
郭
公
、
左
方
は
勝
と
な

っ
た
本
歌
、
右
方
は
兵
部

少
輔
経
衡
の

「
待
つ
ほ
ど
に

一
声
鳴
き
て
過
ぎ
ぬ
れ
ば
な
ご
り
恋
し
き
郭

(25)
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公

か

な
L

で

あ

る
。

匕

(八
)

ナ
シ
(八
)

祐
子
内
親
王
の
家
に
歌
合
し
侍

け
る
歌
合
な
と
は
て
丶
後
、
人
々
同
題
を
よ

み
侍
け
る

宇
治
前
太
政
大
臣

①

を
(八
)

悦
有
明
の
月
だ
に
あ
れ
や
郭
公
た

丶
一
こ
ゑ
の
行
か
た
も
見
ん

⑭

①
被
講
以
後
二
条
関
白
懐
之
退
出
云
々
、
故
実
歟

〔
注
〕

〔
袋
〕
上
巻

「取
二和
歌
一事
」

に

「御
製
若
當
座
主
君
詠
二秀
歌
之

時
、
其
道
之
長
、
若

ハ
爲
二
席
上
一之
珍
人
懐
之
可
ご退
出
一云
々
。
不
レ堪
ご

惜
感
一
之
由
也
。
高
倉

一
宮
歌
合
之
後
宴
和
歌
云
、

宇
治
殿
御
歌
日

(本

歌
)
大
二
条
殿
内
大
臣
之
時
、

懐
之
退
出
ト
云
々
。

是
難
レ
非
二
其
道
之

長
輔
以
二
人
望
一歟
。
於
レ
事
得
タ
ル
人
ノ
所
レ爲
也
。
況
如
ご御
製
一哉
。
先

年
於
一一新
院
一有
二
和
歌
幻
而
有
二宜
御
製
幻
故
左
京
後
日
雖
レ懐
レ
之
、
猶
有
レ

恐
空
退
出
云
々
」
と
あ
る
。

『
難
後
拾
遺
』
に
よ
る
と
、
本
歌
の
作
者
は
赤
染
衛
門
と
記
さ
れ
て
お
り

異
な
る
。
あ
る
い
は
②
の
注
記
の
よ
う
に
、
良
経
の
よ
う
な
人
物
が
代
作

し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
③
の
注
記
に
あ
る
よ
う
に
作
品
の
撰
定
に
は
当
時
長
谷
に
こ
も

っ

て
い
た
大
納
言
公
任
が
当

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

〔
難
〕
。

そ
し

て
、
④
の
注
記
の
よ
う
に
、
こ
の
評
定
が
終
了
し
、
判
者
輔
親
は
祿
を
賜

わ
り
、

一
座
に
酒
饌
が
供
せ
ら
れ
、
管
絃
唱
歌
に
夜
を
明
か
し
て
、
公
卿

に
は
曳
出
物
と
し
て
馬
や
女
房
装
束
が
贈
ら
れ
、
勝

っ
た
左
方
か
ら
は
風

流
の
檜
割
籠
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
廿

一
日
か
ら
廿
四
に
か
け
て
歌
合

に
勝

っ
た
左
方
は
、
報
賽
の
爲
に
石
清
水
八
幡
宮
と
住
吉
明
神
と
に
参
諧

し
た
懸

畋
。

桝
夜
も
す
が
ら
待
つ
る
物
を
郭
公
ま
た
た
に
な
か
て
過
ぬ
な
る
哉

(26)

赤
染
衛
門

①
②
③
④

 柵
な
か
ぬ
夜
も
鳴
く
よ
も
さ
ら
に
時
鳥
待
と
て
や
す
き
い
や
は
ね
ら
る
丶

⑮

①
輔
親
判
ノ
賜
祿

二
趁
拝
之
間
超
卿
相
座
迷
惑
歟

②
良
経
代

③
四
条

大
納
言

④
難
云
サ
ラ

ニ
ノ
詞
ヨ
シ
モ
ナ
ウ
イ
タ
ツ
ラ
コ
ト
シ
云
々

〔
注
〕
本
歌
は

「長
元
八
年
五
月
十
六
日
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
」
六
番
、

歌
題
郭
公
で
、
左
方
は
良
経

と
作
者
表
記
の
あ
る
本
歌
、
右
方
は
赤
染
衛

門
の

「夜
も
す
が
ら
ま
ち
つ
る
も
の
を
時
鳥
又
と
も
な
か
で
過
ぎ
ぬ
な
る

か
な
」
で
あ
る
一群
峻
棚
緻
韜
大
成
』
。
し
か
し
、
十
巻
本
や

『
後
拾
遺
集
』
、

相
模
守

に
て
の
ぼ
り
侍
け
る
に
、
老
曽
の
森
の
も
と
に
て
、
郭
公
を
聞
て
よ

め
る

大
江
公
資
朝
臣
L
三
+
八
丁
ウ

跳
東
路
の
思
ひ
出
に
せ
ん
時
鳥
お
ひ
そ
の
森
の
よ
は
の

一
聲

法
橋
法
師

悩
聞

つ
る
や
初
音
な
る
ら
ん
時
鳥
老
は
ね
覚
そ
嬉
し
か
り
け
る

〔
注
〕
国
歌
大
観
本
、
八
代
集
抄
本
に
は

「
郭
公
を
き
丶
て
よ
め
る
」
と
詞
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書

が
あ

る
。

に
　
　
　

長
保
五
年
五
月
十
五
日
、
入
道
前
太
政
大
臣
家
哥
合
※
遙
聞
郭
公
と
い
ふ
心

を
よ
め
る

大
江
嘉
言

柳
ゆ
つ
か
た
と
聞
た
に
分
ぬ
郭
公
た

丶

一
こ
ゑ
の
心
ま
と
ひ
に

⑯

①
公
任
卿
判

〔
注
〕
本
歌
は

「長
保
五
年
五
月
十
五
日
左
大
臣
道
長
歌
合
」
に
詠
ま
れ
た

も
の
で
、
本
歌
右
が
勝
と
な

っ
て
い
る
執
瀞
峻
欄
緻
齢
大
成
』
。
①

の
注

記

は

〔
袋
〕
下
巻

「歌
合
判
者
」

に

「御
堂
歌
合
」
に
注
記
し
て

「法
成
寺
、

長
保
五
年
七
番
、
右
勝
歟
。
常
非
歌
合
儀
」
と
あ
り
、

「判
者
左
衛
門
督

公
任
」
と
あ
る
の
に
拠
る
か
。

こ
の
歌
合
は
、
〔
袋
〕
に

「
常
非
歌
合
儀
」

と
あ
る
よ
う
に
、
和
歌
会
的
な
作
法
で
行
な
わ
れ
た
非
常
な
歌
会
で
あ

っ

た
ら
し
い
。

五
月
は
か
り
に
、
赤
染
か
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

道
命
法
師

b
唆

)

甥
ほ
と

丶
き
す
待
程
と
こ
そ
思
ひ
し

に
聞
て
の
後
も
ね
ら
れ
さ
り
け
り

湧
杜
鵑
夜
ふ
か
き
聲
を
聞
の
み
そ
物

お
も
ふ
人
の
と
り
所
な
る
L
三
+
九
丁
オ

㎜

一
こ
ゑ
の
聞
か
た
か
り
し
郭
公
と
も
に
な
く
身
と
成
に
け
る
哉

　郭
公
を
よ
め
る

能
因
法
師

跏
時
鳥
き
な
か
ぬ
よ
ひ
の
し
る
か
ら
は
ぬ
る
夜
も

一
よ
あ
ら
ま
し
物
を

αり

①
此
哥
賀
陽
院
哥
合
判

二
陳
状

二
経
信
云
、
殿
上
哥
合
哥
也
、
而
四
条
大

納
言
北
山
座
之
時
見
之
哥
合

二
不
似
云
々
、
仍
不
定
今
案
借
講
哥
合
時
哥

歟
、
夜
与
夜
居
相
並
哥
也

〔
注
〕
こ
の
注
記
は
、
嘉
保
元
年

ル
鴎
八
月
十
九
日
の
高
陽
院

七

番

歌

合

(前
関
白
師
実
歌
合
)

の
経
信
陳
状
に
、
高
陽
院
水
閣
歌
合

(長
元
八
年

五
月
十
六
日
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
)

に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
の
こ
の
逸

話
が
あ
る
。

〔
抄
注
〕
に
こ
の
陳
状
に
つ
い
て

「高
陽
院
歌
合
判
者
経
信

卿
陳
状
云
、
近
衛
上
ノ
歌
合

二
能
因
法
師
ノ
キ
ナ
カ
ヌ
ヨ
ヒ
ノ
シ
ル
カ
ラ

ハ
ト
云
歌

ハ
ヨ
キ
ウ
タ
ト
イ
ヒ
傳
テ
待

ヲ
四
條
大
納
言
ノ
北
山
ニ
イ
マ
セ

シ
程

ニ
テ
、
是
ヲ
見
テ
歌
合
ノ
歌

ニ
ハ
不
似
ト
テ
イ
レ
ラ
レ
ス
侍
シ
也
。

サ
レ
ハ
ミ
ナ
人
ノ
心

ユ
キ
テ
ア
ラ
ム
コ
ト
ア
リ
カ
タ
ク
侍
云
々
」
と
あ
り
、

ま
た

〔
袋
〕
下
巻

「撰
者
故
実
」
に
、

「
入
道

(公
任
)
云
、
歌
合
歌
に

は
不
レ
似
云
々
。
仍
不
入
レ之
。
予
案
レ
之

「夜
居
」
と

「夜
」
と
尚
不
レ
快

之
故
歟
。L

と
公
任
が
能
因
法
師
の
本
歌
を
批
判
し
て
い
る
由
を
推
測
し

て
い
る
。

(z7>

 

お
ほ
や
け
の
御
か
し
こ
ま
り
に
て
、
山
寺
に
侍
け
る
に

律
師
長
済

大
貳
三
位

　
鯤
ま
た
ぬ
夜
も
待
夜
も
き
丶
つ
時
鳥
は
な
橘
の
匂
ふ
あ
た
り
は
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⑱

①
難
云
、
不
待
ヨ
モ
ト
ア
ル

ハ
イ
ヵ
ナ
ル
夜

ス
サ
マ
シ
ク
テ
マ
タ
テ

ハ
ア

ル
ニ
カ

〔
注
〕

〔
難
〕
に

「
花
た
ち
ば
な
の
に
ほ
ふ
あ
た
り
は
な
ど
は
、
い
ひ
な
れ

た
る
や
う
に
見
ゆ
る
を
、
ま
た
ぬ
よ
も
と
あ
る
の
は
、
い
か
な
る
を
り
す

さ
ま
じ
う
て
、
ま
た
で
は
あ

る
に
か
あ
ら
ん
。
た
ゴ
ま
た
で
も
き
く
と
あ

ら
ば
、
さ
て
も
あ
り
な
ん
。
ま

つ
よ
も
と
く
ら
べ
れ
ば
、
さ
は
き
か
ま
ほ

し
う
も
あ
ら
ぬ
に
こ
そ
お
ぼ
ゆ
る
な
り
」
と
あ
る
。

小
弁

跚
ね
て
の
み
や
人
は
待
ら
ん
郭
公
物
お
も
小
宿
は
き
か
ぬ
夜
そ
な
き

さ
な

へ
を
よ
め
る

曽
根
好
忠

　
餅
み
た
や
も
り
け
ふ
は
五
月
に
成
に
け
り
い
そ
け
や
さ
な

へ
を
い
も
こ
そ
す
れ
L

三
十
九
丁
ウ

⑲

①
三
百
六
十
首

〔
注
〕
①
は

『
曽
丹
集
』

「夏
」

「夏
中
五
月
は
じ
め
」
に
入
集
す
る
旭
齷
嫐

所
収
本

。

哩曽
丹
集
』

永
承
六
年
五
月
、
殿
上
根
合
に
、
早
苗
を
讃
る

藤
原
隆
資

　
鋤
五
月
雨
に
日
も
く
れ
ぬ
め
り
道
遠
み
山
田
の
さ
な

へ
取
も
は
て
ぬ
に

⑳

①
永
承
三
年
十

一
月
二
日
内
裏
焼
亡
。
同
十
日
遷
御
、
上
東
門
院
宮
其
後

同
六
年
七
月
十
九
日
入
御
新
造
冷
泉
院
云
々
。

口
者
永
承
四
庚
申
哥
合
於

上
東
門
院
宮
有
同
事
歟

〔
注
〕
こ
の
内
裏
焼
亡
の
記
事
は
、
『
扶
桑
略
記
』

『
百
錬
抄
』
に
見
え
る
。

宇
治
前
太
政
大
臣
の
家
に
卅
講
の
後
、
歌
合
し
侍
け
る
に
、
五
月
雨
を
よ
め

る

相
模

①

は
(八
)

獅
さ
み
た
れ
に
み
つ
の
御
収
の
ま
こ
も
草
か
り
ほ
す
隙
も
あ
ら
し
と
そ
思
ふ

⑳

④
此
哥
講
出
之
時
、
満
座
騒
動
及
中
門
外
云
々

〔
注
〕
こ
の
相
模
の
歌
は
「
長
元
八
年
五
月
十
六
日
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
」

で
詠
ま
れ
た
も
の
で
畑
辭
咳
朝
緻
合
、

一
般
に
は
こ
の
歌
合
は

「賀
陽
院
水
閣

歌
合
」
と
呼
ば
れ
て
い
、

『
袋
草
紙
』
や

『
八
雲
御
抄
』
等
で
は
卅
講
歌

合
と
い
う
名
称
で
登
場
す
る
。
①
の
注
記
は
、
〔
袋
〕
上
巻

「判
者
骨
法
」

に

「
三
十
講
歌
合
時
、
相
模
所
レ詠
云
、
(本
歌
)
此
哥
講
出
之
時
、
殿
中

鼓
動
及
二郭
外
繭云
々
」
と
伝
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
か
ら
す
ぐ
れ
た
歌
才
の
持
ち
主
と
し
て
名
高
か

っ
た
相
模
が
初
め
て

登
場
し
た
こ
の
歌
合
で
、
頼
宗
と
番

つ
た
本
歌
は
彼
女
の
名
声
を

一
虚
に

高
か
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

〔
袋
〕
は
伝
え
て
い
る
。

が

(八
)

宮
内
卿
経
長
※
か
つ
ら
の
山
荘
に
て
、
五
月
雨
を
よ
み
侍
け
る

藤
原
範
永
朝
臣

辧
五
月
雨
は
見
え
し
を
さ

丶
の
原
も
な
し
あ
さ
か
の
沼
の
心
ち
の
み
し
て

(28)
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橘

俊

綱

朝

臣

」

四
+
丁
オ

嬲
つ
れ
ー

と
音
絶
せ
ぬ
は
五
月
雨

の
軒
の
あ
や
め
の
雫
な
り
け
り

題
し
ら
す

叡
覚
法
師

陰

"
さ
み
た
れ
の
や
む
け
し
き
の
み
み
え
ぬ
哉
に
は
た
つ
み
の
み
数
ま
さ
り
つ
丶

¢

(八
∀

五
月
五
日
に
、
初
た
る
所
に
罷

て
よ
み
侍
け
る

恵
慶
法
師

①
踟
香
を
と
め
て
と
ふ
人
あ
る
を
あ
や

め
草
あ
や
し
く
駒
の
す
さ
め
さ
り
け
り

囲

①
藤
云
、
ア
ヤ
メ
ハ
馬
ス
サ
メ
ス
ト
ヨ
ラ
ム
ヤ
ア
ル
ヲ
ノ
詞

コ
ソ
イ
カ
・

不
許
審
也

〔
注
〕

〔
難
〕
に

「と
の
歌
の
こ
丶
ろ
、
も
し
わ
れ
は
か
を
と
め
て
き
た
る

に
、
人
は
す
さ
め
ず
と
に
や
あ
ら
ん
。
そ
れ
に
て
も
、
あ
る
を
の
言
葉
こ

そ
い
か
ゴ
あ
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
れ
。
あ
や
め
を
ば
む
ま
す
さ
め
ず
と
は
ふ
む

ら
ん
や
」
と
あ
る
。

永
承
六
年
五
月
、
殿
上
根
合
に
よ
め
る

良
逞
法
師

鋤
つ
く
ま
江
の
底
の
ふ
か
さ
を
よ
そ
な
が
ら
ひ
け
る
あ
や
め
の
根
に
て
し
る
哉

鮒

①
合
左
馬
頭
経
信
、
持
左

〔
注
〕
本
歌
合
は

「永
承
六
年

五
月
五
日
内
裏
歌
合
」
と
称
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
歌
合
卅
二
種
本
に
よ
る
と

一
番
、
歌
題
菖
浦
で

右
方
は
良
暹
の
本
歌
、
左
方
は
左
馬
頭
源
経
信
朝
臣
の

「万

つ
代
に
か
は

ら
ぬ
も
の
は
五
月
雨
の
し
つ
く
に
か
を
る
あ
や
め
な
り
け
り
」
で
左
持
と

な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
所
伝
に
異
同
が
あ
り
、
廿
巻
本
断
簡
に
よ
る
と

本
歌
は
信
房
の
詠
歌
と
な

っ
て
い
る
期
辭
駿
調
勸
合
。

右
大
臣
中
将
に
侍
け
る
時
、
哥
合
し
侍
け
る
に
よ
め
る

大
中
臣
輔
弘
」
四
+
丁
ウ

窟
ね
や
の
う

へ
に
根
さ
し
と
」
め
よ
あ
や
め
草
尋
て
引
も
同
よ
と
野
を

と
し
こ
ろ
住
侍
け
る
所
は
な
れ
て
、
ほ
か
に
わ
た
り
て
、
又
の
年
の
五
月
五

日
に
よ
め
る

伊
勢
大
輔

跚
今
日
も
け
ふ
菖
浦
も
あ
や
め
か
は
ら
ぬ
に
宿
こ
そ
あ
り
し
宿
と
お
ほ
え
ね

は
な
た
ち
は
な
を
讀
る

相
模

幽
五
月
雨
の
空
な
つ
か
し
く
に
ほ
小
哉
花
た
ち
は
な
に
風
や
ふ
く
ら
ん

大
貳
高
遠

①
鋤
昔
を
は
花
た
ち
は
な
の
な
か
り
せ
は
何
に
つ
け
て
か
思
出
ま
し

図

①
難
云
、

ハ
ナ
橘
ノ
香

ヲ
カ
ケ

ハ
ト
云
ヲ
本
哥

ニ
テ
ヨ
メ
ル
ニ
ヤ
、
無
其

事
テ

ハ
ヨ
ム
ラ
ン
ヤ

〔
注
〕

〔
難
〕
に

「
こ
れ
は
花
た
ち
ば
な
の
と
い
ふ
こ
と
＼
も
な
う
し
て
う

X29)
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た
が
ひ
よ
む
ら
ん
證
歌
た
つ

ぬ
べ
し
L
と

あ

り
、

『
古
今
集
』
第
三
巻

「夏
」
剏
題
し
ら
ず
、
読
み
人
し
ら
ず

「さ

つ
き
ま

つ
は
な
橘
の
香
を
か

け
は
昔

の
ひ
と
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」
を
本
歌
と
し
て
読
ん
で
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

ほ
た
る
を
よ
み
侍
け
る源

重
之

陳
八
)

脳
を
と
も
せ
て
思
ひ
に
も
ゆ
る
螢
こ
そ
な
く
虫
よ
り
も
哀
也
け
れ
L
璽
÷
オ

飼

①
百
首

〔
注
〕
本
歌
は

『
重
之
百
首
』

「秋
」
に
入
集
す
る
。

宇
治
前
太
政
大
臣
、
卅
講
の
丶
ち
、
歌
合
し
侍
け
る
に
、
螢
を
よ
め
る

藤
原
良
経
朝
臣

瓣
澤
水
に
空
な
る
星
の
う
つ
る
か
と
見
ゆ
る
は
夜
の
螢
也
け
り

題
不
知

能
因
法
師

陳
八
)

鎚
ひ
と

へ
な
る
蝉
の
は
衣
夏
は
な
を
う
す
し
と
い
へ
と
あ

つ
く
そ
有
け
る

源
重
之

"
夏
か
り
の
玉
え
の
蘆
を
ふ
み
し
た
き
む
れ
ゐ
る
鳥
の
立
空
そ
な
き

鯛

①
百
首

〔
注
〕

『
重
之
百
首
』

「夏
」
に
入
集
す
る

曽
禰
好
忠

①
跏
鳥
衣
た
つ
た
か
は
ら
の
柳
陰
す

＼
み
に
き

つ
丶
な
ら
す
此
か
な

國

①
三
百
六
十
首

〔
注
〕

『
曽
丹
集
』

「夏
」

「
四
月
中
」
に
入
集
す
る
黏
響
轍
轍
讖
疑
蜥
呶
棘
鞳
醐

鏨
心。

ひ
む
ろ
を
よ
め
る

源
頼
実

永
(
八
)

跏
夏
の
日
に
な
る
ま
て
消
ぬ
冬
ご
も
り
春
た
つ
風
や
よ
き
て
吹
ら
ん
L
四
+
一丁

夏
の
夜
の
、
月
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
け
る

土
御
門
右
大
臣

挧
夏
の
夜
の
月
は
程
な
く
入
ぬ
と
も
や
と
れ
る
水
に
影
を
と
め
な
ん

大
貳
資
通

跚
何
を
か
は
あ
く
る
し
る
し
と
お
も
ふ
へ
き
晝
に
か
は
ら
ぬ
夏

の
よ
の
月

宇
治
前
太
政
大
臣
家
に
卅
講
の
後
、
歌
合
し
侍
け
る
に
、
よ
み
侍
け
る

民
部
卿
長
家

陰
八
)

鯲
夏
の
よ
も
す

丶
し
か
り
け
り
月
影
は
庭
白
妙
に
霜
と
み
え
つ
丶

中
納
言
定
頼

コ
歟

獅
と
か
な
つ
の
に
ほ

へ
る
庭
は
か
ら
国
に
を
れ
る
綿
も
し
か
し
と
そ
思
ふ

(30)



読
る
(八
)

道

済

か

家

に
て

、

雨

の
夜

、

と

こ
夏

を

を

＼
も

ふ

と

云

心

を

よ

み

侍

る

お
(八
)

」
四
十
二
丁
才

獅

い
か

な

ら

ん

今

夜

の
雨

に
と

こ
夏

の
け

さ

た

に

露

の
を

も

け

也

つ
る

堀
河
右
大
臣

謝
程
も
な
く
夏
の
凉
し
く
成
ぬ
る
は
人
に
し
ら
れ
て
秋
や
き
ぬ
ら
ん

彰考館文庫本 『後拾遺和歌集』勘物校註(2)

題
不
知

曽
禰
好
忠

③
溜
来
て
み
よ
と
い
も
か
家
路
に
告
や
ら
ん
我
ひ
と
り
ぬ
る
と
こ
夏
の
花

圏

①
難
云
、
イ
モ

ハ
ワ
カ
家

ニ
ツ
ミ
ニ
有
物
ヲ
旅

ニ
テ
ヨ
メ
ル
ニ
ヤ

②
三

百
六
十
首

〔
注
〕
①
は

〔
難
〕
に

「
こ
と

の
こ
丶
ろ
、
ほ
か
に
あ
る
い
も
に
つ
げ

に
と

に
や
あ
ら
ん
。
さ
ら
ば
だ
い
に
さ
や
か
く
べ
か
ら
ん
。

い
も
は
わ
が
い
へ

に
の
み
あ
る
も
の
を
、

こ
と

つ
げ
せ
ん
と
は
い
ひ
て
ん
や
。
も
し
た
び
に

よ
め
る
か
、
お
ぼ
つ
か
な
し
」
と
あ
り
、
歌
意
が
定
か
で
な
い
と
批
評
し

て
い
る
。
ま
た
、
②
に
あ
る
よ
う
に
本
歌
は

『
曽
丹
集
』

「夏
」

「
六
月

中
」
に
入
集
す
る

醐
翻
鰍
鯉

噺
諏
甑
瓢
鰭
朗
鑞

。

平
兼
盛

①
㎜
夏
ふ
か
く
成
そ
し
に
け
る
お
ほ
あ
ら
き
の
森
の
下
草
な

へ
て
人
か
る

凶

①
天
徳
四
年
内
裏
哥
合
哥

〔
注
〕
本
歌
は
注
記
の
よ
う
に
、

「天
徳
四
年
三
月
冊
日
内
裏
歌
合
」
十
五

番
、
歌
題
夏
草
を
詠
ん
だ
右
方
で
、
左
方
は
勝
と
な

っ
た
忠
見
の

「夏
く

さ
の
な
か
を
つ
ゆ
け
み
か
き
わ
け
て
か
る
人
な
し
に
し
げ
る
野
邊
か
な
」

で
あ
る

畑
辭
駿
嘲
鰍
齢
。

夏
の
す
丶
し
き
心
を
よ
み
侍
け
る

内
大
臣
四
+
二
丁
ウ

踟
夏
の
夜
の
有
明
の
月
を
見
る
程
に
秋
を
も
ま
た
て
か
せ
の
凉
し
き

俊
綱
朝
臣
の
も
と
に
て
晩
凉
如
秋
と
云
心
を
よ
み
侍
け
る

源
頼
綱
朝
臣

①
蹴
夏
山
の
な
ら
の
葉
そ
よ
く
タ
暮
は
こ
と
し
も
秋
の
心
ち
こ
そ
す
れ

岡

①

河

風

ニ
ナ

ラ

ノ

ハ
ソ

ヨ

ク
ト

ソ
本

ハ
ア
リ

ケ

ル
、

仲

正

力

説

也

〔
注

〕

『
今

鏡
』
、

〔
抄

注

〕

に

「
仲

正

カ

マ
ウ

シ

ケ

ル

ハ
、

此
歌

ノ
初
句

モ
ト

ハ

『
河

風

二
』

ト

ヨ

メ
リ

ケ

リ
。

『
コ
ト

シ

モ
』

ト

ハ

『
コ
ト

ア

リ

カ

ヲ

ニ
』

ナ

ト

云

心

也
。

或

人

云
、

『
又

コ
ト

く

秋

二
似

タ

リ

ト

云
歟

云

々
』
。

コ
ノ
義

ハ
ケ

ニ
ト

モ
オ

ホ

エ
ス
」

と
あ

る
。

の
(八
)

屏
風
の
絵
に
、
夏
の
す
え
に
を
く
ら
の
山
※
か
た
書
た
る
所
を
よ
め
る

大
中
臣
能
宣
朝
臣

①
魏
紅
葉
せ
は
あ
か
く
な
り
な
む
小
倉
山
秋
ま

つ
ほ
と
の
名
に
こ
そ
有
け
れ

岡

①
拾
遺
二
此
哥
ア
リ
、

ヨ
ミ
人
不
知
云
々

〔
注
〕
注
記
の
よ
う
に
本
歌
は
、

『
拾
遺
集
』

「
夏
」、

騰
に

「
読
み
人
し

ら
ず
」
と
し
て
入
集
し
て
い
る
。
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す

呈
(
八
)

泉

聲

、

夜

に

入

て
さ

む

し

と

い

ふ

ご

丶
ろ
を

よ

み
侍

け

る

源

師

賢

朝

臣

L

四
+
=
〒
オ

①
繝
さ
夜
ふ
か
き
岩
井
の
水
の
音
き
け

は
結
ぬ
袖
も
凉
し
か
り
け
り

國

①
難
云
、
水

ハ
テ
ニ
テ
コ
ソ
ム
ス
へ
、
袖
シ
テ
ハ
イ
カ
＼

〔
注
〕

〔
難
〕
は
①
の
注
記
の
あ
と
に

「ま
た
む
す
ば
ぬ
と
は
よ
む
ぞ
か
し

と
は
い
ふ
べ
け
れ
ど
、
あ
る
べ
き
こ
と
を
こ
そ
さ
も
い
は
め
と
、
お
ぼ
ゆ

る
は
い
か
ゴ
」
と
述
べ
て
い
る
。
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六
月
は
ら

へ
を
よ
め
る

伊
勢
大
輔

脳
水
上
も
あ
ら
ふ
る
心
あ
ら
し
か
し
浪
も
な
こ
し
の
御
祓
し
つ
れ
は
L
四
+
=〒
ウ

(文
芸
科
副
手
)

(32)

 

●


